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                 「絵本の読み聞かせの大切さ」 

 

日中は園庭であそぶと半そで姿になって「あつい～！」と額にかいた汗を見せてくれます。新入園児さんも随分と園

生活に慣れ、笑顔をたくさん見せてくれるようになってきました。緊急事態宣言の中ですが引き続き体調管理や消毒な

どの徹底を行いつつ、子どもたちが安心して過ごせるよう、ひとり一人の思いに寄り添って過ごしていきます。 

さて、4 月より園として絵本の読み聞かせについて学びを深める取り組みを行っています。子どもは絵本が大好きで

す。絵本が子どもにとって良い影響を与えることは、皆さんよくご存じかと思います。保育園でも、子どもに読み聞か

せる絵本選びは担任の大切な仕事の一つと言えます。これまでも毎月担任が選んだ絵本をクラスの中で読んできました

が、１ヶ月間同じ絵本を毎日繰り返し読むことを新たに始めました。なぜ繰り返し読むことが大切なのか、そして絵本

の読み聞かせの素晴らしさを皆さまにお伝えしたいと思います。 

大人は、一度読み終えた本をもう一度読む人は少ないと思います。でも、子どもは好きな絵本は何度でも読んでもら

いたがります。なぜでしょうか？ 

子どもの心の中には、新しい事を知りたいという未知への期待感と好奇心がありますが、知らないことばかりの連続

だと、先の見通しが持てずに不安な気持ちになります。まだ幼い子どもたちは、世の中には知らない事の方が多く、知

っている事への安心感は大人が想像しているより大きいでしょう。絵本は、楽しさに加えてストーリーの結末を知って

いるからこそ、安心してお話の世界に入り込むことできるのです。 

赤ちゃんの頃からの絵本の読み聞かせは人の声に耳を傾ける習慣となり、たくさんの言葉を聞くことで「話す」つま

り言葉の獲得につながります。絵本は絵を読んで、（大人は文字を読みますが）創造（想像）の世界を楽しむものなので、

幼児になるとクラスの中でファンタジーの世界の共有ができるようになり、遊びの世界が広がります。語彙数も増える

ので、相手に言葉で伝えることが上手になり、表現力も豊かになります。文字の獲得、つまり読み書きは、「聴く」「話

す」ができることが大きく影響していると言われています。 

継続的に職員間で学びを深め、保育士が絵本の読み聞かせの大切さをしっかりと理解した上で、子どもと一緒に楽し

みながら保育の実践を日々積み重ねていきたいと思います。今後クラスからも、随時エピソードをお伝えさせていただ

きます。どうぞおたのしみに…                                    

  岸本 正子                                      

                                                 

すみれぐみ（2歳児）の4月の絵本は「きんぎょがにげた」       

五味太郎作 でした。 

毎日読む中で、絵本からイメージがふくらみ、きんぎょ作り 

が始まったそうです。担任が子どもの興味を受け止め、 

少しずつ遊びが広がっていきました。後日、園の水槽から 

もきんぎょがにげちゃったそうです！！ 

 

 

 

 



 主は羊飼い 

「主は羊飼い、わたしには何も欠けることがない。」（詩編２３：１）       

宝塚栄光教会牧師 岩間 洋 

 羊という動物は、臆病で、迷いやすく、弱いというイメージがあります。確かに、 

羊は群れを成してでなければ生きていけない動物で、ちょっとした物音でも怖がりま

す。一頭が駆け出すと、他の羊も訳も分からず駆け出します。まるで私たちのようで

す。私たちも、弱くて臆しやすく、すぐに恐れたり不安になったりします。けれども、

しっかりした羊飼いがいれば羊たちが安心するように、イエス様という羊飼いがいてく

ださったら、私たちは平安のうちに過ごすことができます。羊飼いが羊たちを良い牧

草、きれいな水際に連れて行って養うように、イエス様は私たちに必要な御言葉という

糧で養ってくださいます。神の御言葉は私たちの魂を生かし、守り、訓練し、成長させ

ます。私たちは御言葉によって真に生かされ、正しく導かれます。あゆみ保育園で毎週

礼拝がもたれ、御言葉が語られているのはそのためです。子どもたちの心が、神様の恵

みのうちに真っすぐに育つために、礼拝を大切にしていきたいと願っています。 

 

 

 

 

5月の行事より 

≪検診の予定≫ 

 ・5/18(火)14:30〜 内科検診(全員) 

 ・5/27(木)10:00〜 歯科検診(2～5歳児) 

・6/3(木) 14:30〜 眼科検診(4,5歳児) 

 ・6/16(水)14:30〜 耳鼻科検診(4,5歳児)  

 

4月の行事より 

 ＊イースター礼拝を守りました。 

  礼拝で「イースターとは」の話を聞き、イエス様が復活されたことを感謝しました。 

 その後は幼児クラスで卵探しをしました。見つけることができた時の嬉しそうなお顔。 

きっと神様も空から見守ってくださったことでしょう。 

イエス様が復活された嬉しさと重なってくれたらと思っています。 

 

 ＊懇談会のご参加、ありがとうございました。 

  新年度が始まり、保護者の方々のお仕事もお忙しい中、時間を作っていただきありが 

 とうございました。担任からの「こんな１年にしたい！」という思い、届きましたでし 

 ょうか？コロナウイルス感染防止のため、担任からの話やお願いばかりになってしまい 

 ましたが、今年度も保護者の方々と一緒に、子どもたちが生き生きと生活できる場所を 

作っていきたいと思っています。今年度も、どうぞよろしくお願いいたします。 

（たんぽぽぐみの懇談会は未定です。決まり次第お知らせいたします。） 

 

お願い 

＊コドモンでの登降園時のお約束事について 

 今月よりコドモンが導入されます。ＱＲコードをかざす機械やタブレットが事務所前   

に設置してありますが、精密機器となりますので、子どもたちが触れることがないよう、  

登降園の際は保護者の皆様には子どもさんから目を離すことのないようよろしくお願  

いいたします。ＱＲコードをかざす作業は必ず大人がしてください。また、登園時、降 

園時にＩＤカードのネックホルダーをお子さんの首にかけることはおやめください。引 

っかかるなどの危険を伴います。必ず、保護者の首からぶら下げるようにしてください。 

よろしくお願いいたします。 

 

＊PCR検査を受けることがなりましたら、決まった時点で電話連絡をお願いいたしま 

す。 検査結果が出るまではお子さんも自宅待機でお願いいたします。 

  

 

5月 行 事 予 定 

1 土 天皇即位の日 

2 日  

3 月 憲法記念日 

4 火 みどりの日 

5 水 こどもの日 

6 木  

7 金 家族の日  

8 土  

9 日  

10 月 礼拝  

11 火  

12 水  

13 木  

14 金  

15 土  

16 日  

17 月 礼拝 

18 火 内科検診（14：30～） 

19 水 保育室開放 

20 木  

21 金 避難訓練 

22 土 園庭開放 

23 日  

24 月 礼拝 出前児童館 

25 火  

26 水  

27 木 歯科検診（10：00～） 

28 金  

29 土  

30 日  

31 月 礼拝 

★…保護者参加行事 

【6月の予定】 

3日(木)14:30〜眼科検診 

(4,5歳児) 

7・8日(月・火)花の日礼拝・訪問 

16日(水)14:30～耳鼻科検診 

(4,5歳児) 

【7月の予定】 

 1日(木)プール開き 

 7日(水)七夕 

 9,10日(金,土) 

おとまり保育(5歳児) 

※コロナウイルス感染の状況によって予定

が変更になることあります。ご了承くださ

い。 

検診日は、お休みのないようにしてくだ

さい。また、その時間に、園に受診しに

来ていただいても構いません。 


